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〔背景・ねらい〕 

日本は世界一の超高齢化社会であり、今後も総人口に占める高齢者や重度の要介護者の割

合が急速に増加すると考えられる。こうした中、介護現場では人手不足が更に深刻化し、要

介護者の安心・安全性に係わる懸念や、介護者の精神的・肉体的負担が増大していくことが

危惧されている。そこで、要介護者の状態を無拘束で検知できる見守りセンサを開発し、地

域包括ケアシステム※に役立つ見守りシステムを開発する。 
 
〔成果の内容・特徴〕 

１ 介護現場のニーズ調査から、要介護者に気づかれにくい離床センサが求められているこ

とがわかった。そこで、介護現場での実証試験を通して、マットレス下に設置できる離床

／在床が判別可能な離床センサを開発し、共同研究企業が商品化した（図１）。 
２ 地域包括ケアシステムに役立つ、介護現場の実情に合わせた新たな見守りシステムを開

発した（図２）。無拘束かつ意識させることなく、要介護者の状態（呼吸／脈拍／離床／在

床等）を検知・計測・報知できる新たな見守りシステムであり、要介護者の状態を確認で

きるとともに、体調変化の早期発見や離床・在床異変（徘徊、トイレ時の異変、トイレに

行っていない等）、や睡眠の状態等を把握できるようになり、常に傍についていなくても状

態に応じた見守りが可能となる。 
３ これらの開発した見守りシステムについて特許を出願した。 
 
〔成果の活用・留意点〕 

１ 共同研究企業と特許実施契約を締結し、「マットレス下離床センサ」として商品化した。

２ 開発した見守りシステム（呼吸脈拍センサシート部）については医療機器（クラスⅠ）

への申請を行い、普及を図っていく予定である。 

３ 得られた見守りセンサ技術の他分野への応用展開を図っていく。 

 
※重度な要介護状態になっても、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けられるよう、住まい・介護・ 医

療・生活支援等が一体的に受けられるシステムで、2025 年を目途にその構築を目指している。 
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図１ 商品化した「マットレス下離床センサ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図２ 介護現場に応じた新しい見守りシステム 

 


